
 

 

 

 

2 0 2 6 年 9 月 2 4 日 

東日本旅客鉄道株式会社 

 

団体臨時列車「719系で行く 峠駅探訪号」を運転します！ 

～スイッチバック遺構を巡り、秘境駅「峠駅」の魅力を満喫～ 

 

 

 

 

 

 

 

１ 商品概要 

⑴ 商 品 名 「719系で行く 峠駅探訪号」 

⑵ 運 行 日 2026年 10月 17日（土） 

⑶ 販売価格 17,190円（税込）/ 1名 

※ご参加は中学生以上の方に限ります。 

※座席は 1 申込につき 2 名掛けクロスシートが基本です。 

一部座席はボックス席またはロングシートで相席となる場合があります。 

⑷ 募集人数 38名（最少催行人数：10名） 

⑸ 申込方法 JRE MALLチケット福島事業本部店からお申込みください。 

URL：https://event.jreast.co.jp/activity/detail/a123/a123-fks-0007 

※お申込ページにて、ご参加にあたっての注意事項をご確認ください。 

⑹ 販売期間 2026年 9月 25日（金）15:00～10月 10日（土）23:59 

※定員に達し次第、受付終了となります。 

⑺ 行 程         

 

 

 

 

 

 

 

 

※イベントの内容や当日のスケジュールなどは、予告なく変更となる場合があります。 

時 間 内 容 

9:00～9:20 受付開始（福島駅西口改札前） 

9:30 集合（福島駅 5番線ホーム） 

 9:42頃～10:20頃 719系乗車（福島駅～峠駅） 

10:30頃～11:30頃 峠駅探訪 

11:40頃～12:20頃 
719系乗車（峠駅～福島駅） 

★旧赤岩駅付近で速度低下運転★ 

12:20頃 改札出口へご案内・解散（福島駅西口または東口） 

東日本旅客鉄道株式会社福島事業本部（以下、JR東日本）では、福島駅から 719系に乗車し、

板谷峠を越えて秘境駅「峠駅」を訪れる団体臨時列車を運転します。 

峠駅では、通常は立ち入ることのできない鉄道遺構や設備を JR東日本 OB会会員の案内付きで

見学いただきます。また、地元のお食事処「峠の茶屋 江川」による特製弁当をご提供します。 

719系で板谷峠を越え、峠駅の魅力に触れる、この機会ならではの旅をお楽しみください。 

奥羽本線を走る 719 系 

https://event.jreast.co.jp/activity/detail/a123/a123-fks-0007


２ ツアーのみどころ 

⑴ 719系で板谷峠を越える旅 

往復とも 719系に乗車します。板谷峠は福島駅から米沢駅間に位置する奥羽本線の山岳区間

で、急勾配や急カーブが連続する難所として知られています。本ツアーでは、福島市街地を

望む車窓や山間部の景観をお楽しみいただけるほか、復路では 2021年に廃止された旧赤岩駅

付近で速度を落として運転します。 

⑵ 通常は立ち入れないスイッチバック遺構を見学 

板谷峠には、かつて列車が急勾配を安全に走行するために設けられたスイッチバックの遺構

が現在も残されています。峠駅では、通常は立ち入ることのできない折返線スノーシェッド

やトンネル、スイッチバック用レール、旧ホームなどの遺構を、JR東日本 OB会会員の案内

付きで見学いただきます。 

 

⑶ 「峠の茶屋 江川」特製弁当をご用意 

峠駅前で長年営業を続ける「峠の茶屋 江川」による特製弁当を、峠駅発車前にお渡ししま

す。旬の山の幸をふんだんに使用した味わいをご賞味ください。 

 

※写真は全てイメージです。 

折返線スノーシェッド遺構 折返線トンネル遺構 スイッチバック用レール遺構 


